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水
稲
は
、
県
内
各
地
で
獣
に
よ
る
踏
み
荒
ら
し
や

食
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
地
域
で
い
も

ち
病
や
干
害
、
局
地
的
な
豪
雨
や
強
風
の
影
響
に
よ

り
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
麦
は
、
土
壌
湿
潤
害
に
よ
り
、
発
芽
不
良
や
生
育

不
良
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
大
豆
・
そ
ば
に
関
し
て
も
、
干
害
や
土
壌
湿
潤
害

に
よ
り
生
育
不
良
と
な
り
収
量
が
低
下
し
ま
し
た
。

　
果
樹
は
、
５
月
21
日
、
７
月
21
～
24
日
に
降
ひ
ょ

う（
下
表
）が
あ
り
、
北
信
・
長
野
地
域
を
中
心
に
果

実
の
損
傷
等
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
凍
霜
害
、
雨
害
湿
潤
害
、
獣
害
、
病

虫
害
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

水稲　獣害（木島平村）

りんご　ひょう害（小布施町）

麦　土壌湿潤害（上田市）

なし　ひょう害（中野市）

そば　干害（松本市）

ぶどう　雨害湿潤害（松本市）

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度
のの
被
害
状
況

被
害
状
況
とと

共
済
金
共
済
金
のの
支
払
い
状
況

支
払
い
状
況

令
和
７
年
度
の
被
害
状
況
と

共
済
金
の
支
払
い
状
況

果
樹
共
済

農
作
物
共
済

畑
作
物
共
済

発生日 共済目的 発生市町村

5月21日 りんご・ぶどう・なし・もも・すもも 長野市・中野市・須坂市・山ノ内町・
高山村・小布施町・千曲市・坂城町

7月21日 りんご・ぶどう・なし・もも・すもも 佐久穂町・坂城町・千曲市・長野市

7月22日 りんご 長野市

7月23日 りんご・ぶどう・もも 上田市・安曇野市・麻績村

7月24日 りんご・なし・かき 飯田市・下條村

ひょう害の発生状況
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助
成
対
象
者

助
成
対
象
施
設
等

支
払
基
準
お
よ
び
支
払
限
度
額

有害鳥獣防止・防護対策助成金のご案内
鳥獣害予防施設の設置に対し、最高30万円を助成します。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
で
は
、
組
合
員
ま
た
は
組
合
員
で
構
成
さ
れ
た
組
織
が
、

農
業
保
険
へ
加
入
し
て
い
る
農
作
物
へ
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
防
護
施
設
な
ら
び
に
器
具
等
を
設
置
し
た
場
合
に
、
そ
れ

ら
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
農
業
共
済
加
入
者
お
よ
び
収
入
保
険

移
行
者（
令
和
７
年
度
に
農
業
共
済
に
加
入
し
、令
和

８
年
１
月
１
日
以
降
に
収
入
保
険
に
移
行
し
た
者
）。

　

令
和
８
年
用
に
購
入
し
、
か
つ
設
置
し
た
金
網
、

ト
タ
ン
、
ネ
ッ
ト（
防
鳥
ネ
ッ
ト（
別
記
））、
木
柵
、

電
気
柵
、
捕
獲
用
罠
の
施
設
等
（
レ
ン
タ
ル
契
約
お

よ
び
捕
獲
委
託
契
約
に
よ
る
施
設
等
を
含
む
）。

別
記
：
防
鳥
ネ
ッ
ト
設
置
に
関
す
る
要
件

⑴ 

５
面
全
部
が
ネ
ッ
ト
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑵ 

網
目
は
45
㎜
以
下
、
地
上
３
ｍ
以
上
。

⑶ 

支
柱
の
な
い
ベ
タ
掛
け
の
ネ
ッ
ト
は
不
可
。

　

 

※�

支
柱
は
、
棚
や
ト
リ
レ
ス
の
支
柱
と
は
別
の

施
設
と
す
る
。

　
施
設
等
の
設
置
に
要
し
た
経
費
（
レ
ン
タ
ル
契
約

お
よ
び
委
託
契
約
は
施
設
等
に
係
る
経
費
の
み
と
す

る
）
の
内
、
国
・
県
・
市
町
村
・
農
業
協
同
組
合
等

か
ら
の
助
成
金
等
を
除
い
た
、
自
己
負
担
経
費
の
30

％
以
内
で
30
万
円
を
限
度
と
し
、
予
算
の
範
囲
内
と

す
る
（
１
組
合
員
等
に
つ
き
、
事
業
年
度
ご
と
に
１

回
と
し
、
か
つ
申
請
ほ
場
に
対
し
１
度
限
り
）。

共済金支払い状況は一部の共済目的と方式を除いて下表のとおりです。

共済目的 引受方式 支払件数 支払共済金（円） 支払年月日 主な災害名

水　 稲 半相殺方式 263 16,552,962 令和7年12月25日 獣害、病虫害、干害、風水害

麦

半相殺方式 15 614,633 令和7年10月３日
土壌湿潤害、病害、雪害、獣害、
凍霜害、風水害全相殺方式 14 3,926,000 令和7年12月25日

災害収入共済方式 8 12,248,661 令和7年12月25日

蚕　 繭 全相殺方式（春・初秋） 2 66,300 令和7年10月３日/
令和７年12月25日 凍霜害、病害

り ん ご 半相殺減収総合短縮方式 136 34,207,630 令和8年２月６日
ひょう害、その他気象上の災害（結実
不良・日焼け）、凍霜害、雨害湿潤害、
獣害、病虫害、干害、鳥害

ぶ ど う
半相殺減収総合一般方式 5 1,931,350 令和7年12月９日 風水害、ひょう害、凍霜害、

雨害湿潤害、その他気象上の災害
（高温障害）、病害、獣害半相殺減収総合短縮方式 12 6,773,710 令和7年12月９日

な　 し 半相殺減収総合短縮方式 20 5,552,830 令和7年12月９日 ひょう害、その他気象上の災害（結実
不良）、凍霜害、獣害、病虫害

も　 も 半相殺減収総合短縮方式 18 8,542,080 令和7年12月９日 ひょう害、干害、獣害、凍霜害、虫害

か　 き 半相殺減収総合短縮方式 4 459,650 令和8年２月６日 ひょう害、その他気象上の災害（高温
障害）、病害

令和8年2月10日現在

申請手続き方法　※詳しい内容は、お近くのNOSAI各支所までお問い合わせください。

最寄りの支所へ
助成金申請書の提出
※添付書類
　領収書・請求書

現地確認
（職員が現地確認）
設置状況の確認

助成金支払い

≪口座振込≫
3月末までに支払い予定
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南
箕
輪
村
で
妻
と
両
親
の
家
族
４
人
で
大
玉
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
34
㌃
、
水

稲
1.4
㌶
、
店
舗
用
の
野
菜
苗
を
３
万
本
栽
培
し
て
い
ま
す
。
高
校
卒
業
後

に
会
社
勤
め
を
し
ま
し
た
が
、
母
親
の
勧
め
を
き
っ
か
け
に
16
年
前
に
就

農
し
ま
し
た
。
２
年
前
か
ら
は
経
営
を
父
か
ら
引
き
継
ぎ
、
家
族
４
人
で

農
場
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
は
７
月
中
旬
ま
で
の
収
穫
と
12
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
収
穫
の
年
２

作
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土
耕
栽
培
に
よ
る
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、

農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
有
機
質
肥
料
を
中
心
に
健
康
で
味
の

良
い
ト
マ
ト
が
で
き
る
よ
う
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
苗
は
ト
マ
ト
本

来
の
味
や
香
り
が
良
く
な
る
よ
う
接
木
を
行
わ
な
い
自
根
苗
に
こ
だ
わ
り
、

丈
夫
な
樹
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
温
度
調
整
な
ど
の
自
動
管
理

設
備
も
使
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
日
ハ
ウ
ス
に
入
り
、
葉
や
樹
の
様
子
を
自

分
の
目
で
確
認
し
て
い
ま
す
。
生
育
期
間
中
は
な
か
な
か
出
掛
け
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
が
、
ト
マ
ト
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　
気
温
の
上
昇
な
ど
で
熟
期
が
早
ま
り
、
管
理
は
年
々
大
変
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
ま
で
の
経
験
で
培
っ
た
感
覚
を
大
事
に
し
て
農
業
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
経
営
面

積
を
広
げ
、
子
供
が
「
こ
の
農
業
を
継

ぎ
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
農
家
に
な

る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
東
京
都
出
身
で
、一
般
企
業
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、「
一
か
ら
モ
ノ

づ
く
り
が
し
た
い
」
と
の
強
い
思
い
で
、
上
田
市
富
士
山
地
区
で
就
農
し
、

リ
ン
ゴ
３
品
種
約
87
㌃
、
ブ
ド
ウ
４
品
種
約
１
２
１
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　
就
農
前
、
上
田
市
の
果
樹
農
家
で
研
修
を
受
け
、
２
０
２
０
年
に
独
立
。

同
年
に
妻
の
理
奈
さ
ん
が
上
田
市
に
移
住
し
ま
し
た
。

　
栽
培
上
、
心
が
け
て
い
る
こ
と
は「
基
本
に
忠
実
」で
す
。
適
期
に
作
業

す
る
と
品
質
の
よ
い
果
実
が
で
き
ま
す
。
作
業
が
忙
し
く
な
る
と
妥
協
し

た
く
な
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
品
質
の
よ
い
果
実
を
収
穫
で
き
た
と
き
は

「
妥
協
せ
ず
に
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
ま
す
。

　
就
農
２
年
目
に
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。
農
作
業
に
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
、
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
収
入
保
険
は
必
要
な
保
険
だ
と
思
い

ま
す
。

　
昨
年
、
収
穫
し
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
第
58
回
う
ま
い
く
だ
も
の

コ
ン
ク
ー
ル
・
ぶ
ど
う
部
門
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
周
り
の
方
々
の
支
え

も
あ
り
、
果
樹
研
究
会
長
賞（
わ
か
ば
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
他
の
農
家
か
ら
園
地
を
引
き
継
ぐ
機
会
が
増
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
栽
培
面
積
が
拡
大
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
今
の
栽
培
面

積
で
品
質
を
安
定
化
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

農業者からの
メッセージ

鈴
す ず き

木 秀
しゅうへい

平さん（37歳）・理
り な

奈さん（37歳）

基
本
に
忠
実
に
、

品
質
安
定
化
を
求
め
て

上田市

征
そ や

矢 国
く に ひ ろ

洋さん（43歳）

ト
マ
ト
農
家
二
代
目
の
想
い

南箕輪村

自根苗で育ったトマト

収穫したりんごを手に秀平さん（左）と理奈さん（右）

トマトの様子を確認する国洋さん

慎重に選別中
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ブ
ド
ウ
栽
培
は
父
の
代
の
２
０
０
２
年
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ン

の
醸
造
に
つ
い
て
は
、
15
年
に
ア
ル
カ
ン
ヴ
ィ
ー
ニ
ュ（
東
御
市
）の
千
曲

川
ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
１
期
生
と
し
て
学
び
、
２
年
間
の
研
修
を
経
て
18

年
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
。
現
在
は
小
諸
市
の
御
牧
ケ
原
で
ワ

イ
ン
用
ブ
ド
ウ
を
３
㌶
栽
培
し
、
ワ
イ
ン
の
醸
造
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て

手
掛
け
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
２
階
で
は
、
喫
茶
お
よ
び
ラ
ン
チ
の

提
供（
土
・
日
・
祝
日
の
み
）も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
い
ワ
イ
ン
を
作
る
に
は
よ
い
ブ
ド
ウ
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
ブ
ド
ウ

の
栽
培
は
と
て
も
重
要
で
す
。
標
高
が
高
く
、
酸
性
で
少
し
や
せ
た
土
地

な
の
で
、
土
の
状
態
に
合
わ
せ
て
常
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
ワ
イ
ン
の
味
を
踏
ま
え
て
栽
培
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
変
え
な
が
ら
、

品
質
・
味
と
も
に
よ
く
、
自
分
の
味
が
出
せ
る
よ
う
な
ワ
イ
ン
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
し
て
は
、
誰
も
が
気
軽
に
来

ら
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ワ
イ
ン
文
化
や
農
業
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
市
内
の
小
学

生
・
高
校
生
に
栽
培
や
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
販
売
ま
で
体
験
し
て
も
ら
う

機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
農
作
業
だ
け
で
な
く
、
６
次
産
業
化
の
部
分

ま
で
体
験
す
る
こ
と
で
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
ね
。

　
三
岳
の
尾お

し
っ
ぺ

尻
平
で
無
農
薬
野
菜
の
栽
培
と
平
飼
い
養
鶏
の「
木
守
屋
」を

営
ん
で
い
ま
す
。
妻
の
実
家
が
少
数
羽
の
平
飼
い
養
鶏
を
し
て
い
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
始
め
、
現
在
は「
さ
く
ら
」と「
も
み
じ
」の
２
種
類
、
２

０
０
羽
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
約
３
万
個
の
有
精
卵
を
生
産
し
、
三
岳
や
日
義
木
曽
駒
高
原
の
道

の
駅
な
ど
で
の
販
売
の
ほ
か
、
町
内
の
カ
フ
ェ
に
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
補
充
し
て
も
す
ぐ
売
り
切

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
鶏
卵
の
う
ま
み
を
引
き
出
す
た
め
、
飼
料
は
す
べ
て
自
家
配
合
し
、
お

か
ら
と
米
ぬ
か
に
出
汁
が
ら
、
魚
粉
な
ど
を
加
え
て
発
酵
さ
せ
た
も
の
を

与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鶏
糞
は
無
農
薬
野
菜
の
肥
料
と
し
て
活
用
し
、

野
菜
は
、「
き
そ
だ
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
」な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
木
守
屋
と
い
う
名
前
は
、
収
穫
へ
の
感
謝
と
ほ
か
の
生
き
物
へ
の
お
す

そ
分
け
と
し
て
枝
に
実
を
ひ
と
つ
残
す
木き

ま
も守

り
柿か

き
に
由
来
し
ま
す
。
自
然

へ
の
感
謝
と
取
り
す
ぎ
な
い
、
儲
け
す
ぎ
な
い
、
ほ
ど
ほ
ど
の
生
活
が
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
養
鶏
に
嫌
な
こ
と
や
苦
労
は
な
く
、
鶏
た
ち
に
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。
癒
し
を
求
め
て
「
こ
こ
に
住
み
た
い
」、「
木
曽
の
自
然

が
好
き
」
と
い
う
人
が
い
る
の
で
、
そ
ん
な
人
た
ち
の
た
め
に
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
を
建
て
て
若
い
人
を
呼
び
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
岳
に
若
い
人
を
呼
び
込
み
た
い

農業者からの
メッセージ

ジオヒルズワイナリー　富
と み お か

岡 隼
は や と

人さん（35歳）

ワ
イ
ン
・
農
業
の
未
来
へ
の「
種
ま
き
」

小諸市

木
き も り や

守屋　鈴
す ず き

木 滉
あ き と

杜さん（27歳）・美
み な

菜さん（27歳）

学生との交流の証

ワイナリーからは周囲の山々を一望できます

鶏たちに癒されています

黄身だけで食べると断然うまさが違います

木曽町
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松
本
市
の
東
部
、
入
山
辺
地
区
で
ブ
ド
ウ
２
０
０
㌃
、
イ
チ
ゴ
15
㌃
ほ

か
、
モ
モ
や
パ
プ
リ
カ
等
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
の
頃
か
ら
音
楽
活
動
を
始
め
、
夢
だ
っ
た
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
活
動
し
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｎ
２
と
し
て
第
21
回
日
本
ゴ
ー
ル
ド
デ
ィ

ス
ク
大
賞
ザ
・
ベ
ス
ト
10
・
ニ
ュ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
邦
楽
部
門
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農
家
の
一
人
息
子
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
両
親

へ
恩
返
し
が
し
た
い
と
７
年
前
に
家
業
で
あ
る
果
樹
園
を
継
ぐ
決
心
を
し
、

就
農
し
ま
し
た
。

　
農
業
は
早
朝
か
ら
の
作
業
に
加
え
て
重
労
働
も
多
く
、
天
候
に
左
右
さ

れ
る
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
音
楽
活
動
と
は
違
い
、
縛
ら
れ
る
も
の

が
少
な
く
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
両
親
と
と
も
に
作
業
し
て
い
ま
す
が
、
繁
忙
期
に
は
ア
ル
バ
イ

ト
も
加
わ
り
収
穫
作
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
売
中
心
だ
っ
た
販
売
を

３
年
前
か
ら
Ｊ
Ａ
出
荷
や
ネ
ッ
ト
販
売
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
主
力
の
ブ

ド
ウ
も
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
Ⓡ
な
ど
の
新
品
種
へ
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
チ
ゴ
は
観
光
農
園
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
農
業
を
通
じ
て
新
た
に
出
会
っ
た
仲
間
に
も
支
え
ら
れ
、
音

楽
と
農
業
の
両
立
が
で
き
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た「
信
州
」が
好
き
で

す
。
今
後
も
信
州
の
魅
力
を
発

信
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

農業者からの
メッセージ

魅
力
あ
る
信
州
の
発
信
を

松本市

観光農園のイチゴは5月中旬まで開園しています

FM長野でラジオパーソナリティー
もやってます

大澤農園　大
お お さ わ

澤 達
た つ ひ ろ

弘さん（47歳）

NOSAIからのお知らせ

農
業
共
済
新
聞
は
、

地
域
と
農
業
を

元
気
に
し
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
、
暮
ら
し

の
ヒ
ン
ト
や
収
入
保
険
の
情
報
、
い
ざ
と
い

う
時
の
保
険
の
こ
と
も
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

農
業
共
済
新
聞
。

　
毎
週
水
曜
日
、
月
４
回
の
発
行
で
す
。

　
収
入
保
険
加
入
者
、
基
礎
組
織
構
成
員
の

新
規
購
読
者
に
は
も
れ
な
く
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

５
０
０
円
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。●申し込みやお問い合わせは、

　NOSAI長野本所  総務部企画情報課
　TEL026-217-5804
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総
合
職
（
農
業
保
険
法
に
基
づ
く
業
務
）

若
干
名

１	
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
か
つ
令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で
に
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
て

い
る
方
。

２	

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者
、
ま

た
は
採
用
時
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
。

３	

長
野
県
内
に
居
住
、
ま
た
は
居
住
見

込
み
の
方
。

１	

受
付
期
間

	

令
和
８
年
５
月
７
日
㈭
か
ら

	

６
月
８
日
㈪

２	

受
付
時
間

	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

	

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

３	

提
出
書
類

	

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
自
筆
、
写

真
添
付
、職
務
経
歴
書
）
を
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

	

・�

履
歴
書
の
欄
外
に
受
験
希
望
会
場

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

	

・�

必
ず
連
絡
の
と
れ
る
携
帯
電
話
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

	

・�

応
募
受
付
後
は
原
則
と
し
て
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
連
絡
し
ま
す
。
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

１	

第
１
次
試
験

	

（
総
合
適
性
試
験
、
作
文
試
験
）

	

⑴�

対
象
者
／
書
類
選
考
を
通
過
し
た

人

	

⑵
①
日
時
／
令
和
８
年
６
月
20
日
㈯

	
　
　
午
後
１
時
か
ら
５
時
頃
ま
で

	
　
　
会
場
／
長
野
県
農
業
共
済
組
合

	
　
　
本
所
お
よ
び
松
塩
筑
支
所

	

　
②
日
時
／
令
和
８
年
６
月
21
日
㈰

	

　
　
午
後
１
時
か
ら
５
時
頃
ま
で

	

　
　
会
場
／
長
野
県
農
業
共
済
組
合

	

　
　
佐
久
支
所
お
よ
び
下
伊
那
支
所

２	

第
２
次
試
験
（
面
接
）

	

⑴
対
象
者
／
第
１
次
試
験
合
格
者

	

⑵
日
時
／
令
和
８
年
７
月
中
旬

	

　
会
場
／
長
野
県
農
業
共
済
組
合

	

　
本
所

３	

合
格
発
表
／
８
月
上
旬

長
野
県
農
業
共
済
組
合 

総
務
部 

総
務
課

☎
０
２
６-

２
１
７-

５
８
０
０（
代
表
）

※
原
則
と
し
て
当
組
合
の
給
与
、
待
遇

は
長
野
県
職
員
に
準
じ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」

の
職
員
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆さまからのご応募をお待ちしております。

職員募集案内
令和9年4月採用

募
集
職
種

申
込
方
法

試
験
方
法

お
問
い
合
わ
せ
先

募
集
人
員

募
集
資
格（
次
の
条
件
を
満
た
す
方
）
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令
和
８
年
４
月
よ
り
建
物
共
済
、農
機
具
共
済
の
事
務
を

建
物・農
機
具
共
済
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
令
和
８
年
４
月
よ
り
、
県
内
各
支
所
で
行
っ
て
い
た
建
物
共
済
、

農
機
具
共
済
、
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
の
引
受
に
関
す
る
内
部

事
務
を
専
門
部
署
に
集
約
し
処
理
す
る
た
め
、
本
所
内（
長
野
市
）

に「
建
物
・
農
機
具
共
済
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
す
。

　
今
後
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を
維
持
し
つ
つ
、
事
務
の

効
率
化
を
図
り
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●新規加入手続き
●契約内容の変更手続き
●継続加入のご案内
●事故発生時の確認

令和8年3月まで

令和8年4月から

県内11拠点それぞれで事務を実施。
（10支所、1出張所）

●新規加入手続き
●事故発生時の確認

県内11拠点の支所等へご連絡ください。
（10支所、1出張所）

●契約内容の変更手続きに関すること
　（名義変更、共済金額の変更など）

●継続加入のご案内に関すること
　（ご案内後の補償額拡充などのご相談）

●共済掛金の振替案内や振込みに関すること

「建物・農機具共済サポートセンター」
0120-384-121

（※）令和8年4月から通話可能となります。

　
令
和
８
年
４
月
以
降
の
ご
契
約
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
約
款
を
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

〝
Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
〞を
導
入
し
ま
す
。

　（
Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
は
、
森
林
資
源
の
保
全
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
と
い
っ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
理
念
に
基
づ
く
「
緑
を
守
る
」
行
動

に
繋
が
り
ま
す
。）

建
物
共
済
・
農
機
具
共
済
約
款
を

〝
Ｗｅ
ｂ
化
〞し
ま
す
。

（フリーダイヤル）（※）

（受付時間：祝日を除く月曜日～金曜日９時～16時30分まで）
へご連絡ください。

Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
と
は
？

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯
端
末
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
接
続
い
た
だ
き
、
約
款
を
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。（
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、こ
れ
ま

で
ど
お
り
冊
子
約
款
を
証
券
と
と
も
に
お
送
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。）

Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
今
ま
で
証
券
を
お
送
り
す
る
際
に
同
封
し
て
い
た
冊
子

約
款
を
保
管
し
て
お
く
必
要
が
な
く
、
見
や
す
い
文
字
サ

イ
ズ
で
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
す
の
で
キ
ー
ワ
ー
ド
で
の
検
索
が
可
能
と
な
り
、

気
に
な
る
点（
補
償
の
対
象
事
故
な
ど
）の
確
認
が
容
易
に

な
り
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
の
確
認
方
法
は
？

　
証
券
を
お
送
り
す
る
際
の
挨
拶
状
ま
た
は
証
券
に
印
刷

さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
お
読
み
取
り
い
た
だ
け
れ
ば
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
??

お
近
く
の
支
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
新
規
で
の
ご
加
入
の
場
合
、
対
象
物

件
や
農
機
具
を
現
地
で
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

事
故
が
発
生

建
物
を
取
り
壊
し
た

農
機
具
を
売
却
し
た

新
た
に

加
入
し
た
い

A
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
お
手
続
き
の
方
法
に
つ
い
て
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
希
望
の
ご
住

所
へ
必
要
書
類
と
返
送
用
封
筒
を
お
送

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A

お
近
く
の
支
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
遅
滞
な

く
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
事

故
通
知
が
遅
れ
事
故
・
損
害
の
確
定
が

で
き
な
い
場
合
、
共
済
金
の
お
支
払
い

が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

A
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
お
手
続
き
の
方
法
に
つ
い
て
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
希
望
の
ご
住
所

へ
必
要
書
類
と
返
送
用
封
筒
を
お
送
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　（
建
物
の
取
り
壊
し
、
増
改
築
、
農

機
具
の
売
却
な
ど
契
約
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。）

A
建
物
を
取
り
壊
し
た
、

農
機
具
を
売
却
し
た

の
で
す
が
？

Q

建
物
・
農
機
具
・

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済

へ
新
た
に
加
入
し
た
い

の
で
す
が
？

Q
加
入
建
物
、所
有
農
機
具

の
名
義
変
更（
権
利
承
継
）

を
し
た
の
で
す
が
？

Q

事
故
が
あ
っ
た
場
合
の

連
絡
先
は
？

Q

へ
集
約
し
ま
す
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令
和
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年
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月
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り
建
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●契約内容の変更手続き
●継続加入のご案内
●事故発生時の確認

令和8年3月まで

令和8年4月から

県内11拠点それぞれで事務を実施。
（10支所、1出張所）

●新規加入手続き
●事故発生時の確認

県内11拠点の支所等へご連絡ください。
（10支所、1出張所）

●契約内容の変更手続きに関すること
　（名義変更、共済金額の変更など）

●継続加入のご案内に関すること
　（ご案内後の補償額拡充などのご相談）

●共済掛金の振替案内や振込みに関すること

「建物・農機具共済サポートセンター」
0120-384-121

（※）令和8年4月から通話可能となります。

　
令
和
８
年
４
月
以
降
の
ご
契
約
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
約
款
を
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

〝
Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
〞を
導
入
し
ま
す
。

　（
Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
は
、
森
林
資
源
の
保
全
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
と
い
っ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
理
念
に
基
づ
く
「
緑
を
守
る
」
行
動

に
繋
が
り
ま
す
。）

建
物
共
済
・
農
機
具
共
済
約
款
を

〝
Ｗｅ
ｂ
化
〞し
ま
す
。

（フリーダイヤル）（※）

（受付時間：祝日を除く月曜日～金曜日９時～16時30分まで）
へご連絡ください。

Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
と
は
？

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯
端
末
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
接
続
い
た
だ
き
、
約
款
を
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。（
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、こ
れ
ま

で
ど
お
り
冊
子
約
款
を
証
券
と
と
も
に
お
送
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。）

Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
今
ま
で
証
券
を
お
送
り
す
る
際
に
同
封
し
て
い
た
冊
子

約
款
を
保
管
し
て
お
く
必
要
が
な
く
、
見
や
す
い
文
字
サ

イ
ズ
で
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
す
の
で
キ
ー
ワ
ー
ド
で
の
検
索
が
可
能
と
な
り
、

気
に
な
る
点（
補
償
の
対
象
事
故
な
ど
）の
確
認
が
容
易
に

な
り
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
約
款
の
確
認
方
法
は
？

　
証
券
を
お
送
り
す
る
際
の
挨
拶
状
ま
た
は
証
券
に
印
刷

さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
お
読
み
取
り
い
た
だ
け
れ
ば
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
??

お
近
く
の
支
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
新
規
で
の
ご
加
入
の
場
合
、
対
象
物

件
や
農
機
具
を
現
地
で
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

事
故
が
発
生

建
物
を
取
り
壊
し
た

農
機
具
を
売
却
し
た

新
た
に

加
入
し
た
い

A
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
お
手
続
き
の
方
法
に
つ
い
て
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
希
望
の
ご
住

所
へ
必
要
書
類
と
返
送
用
封
筒
を
お
送

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A

お
近
く
の
支
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
遅
滞
な

く
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
事

故
通
知
が
遅
れ
事
故
・
損
害
の
確
定
が

で
き
な
い
場
合
、
共
済
金
の
お
支
払
い

が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

A
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
お
手
続
き
の
方
法
に
つ
い
て
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
希
望
の
ご
住
所

へ
必
要
書
類
と
返
送
用
封
筒
を
お
送
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　（
建
物
の
取
り
壊
し
、
増
改
築
、
農

機
具
の
売
却
な
ど
契
約
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。）

A
建
物
を
取
り
壊
し
た
、

農
機
具
を
売
却
し
た

の
で
す
が
？

Q

建
物
・
農
機
具
・

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済

へ
新
た
に
加
入
し
た
い

の
で
す
が
？

Q
加
入
建
物
、所
有
農
機
具

の
名
義
変
更（
権
利
承
継
）

を
し
た
の
で
す
が
？

Q

事
故
が
あ
っ
た
場
合
の

連
絡
先
は
？

Q

へ
集
約
し
ま
す
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春
先
の
凍
霜
害
を
は
じ
め
、
夏
場
の
高
温
や
秋
に
か
け
て
の
台
風
、
冬
の
大
雪
な
ど
、
１
年

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
気
象
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
気
象
災
害
以
外
に
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

予
測
で
き
な
い
収
入
減
少
事
故
の
発
生
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
作
付
面
積
の
変
更
や
作
物
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
基
準
収
入
金
額
の
見
直
し

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
収
入
減
少
事
故
の
発
生
、
営
農
計
画
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
！

〜
収
入
保
険
に
ご
加
入
の
皆
様
へ
〜

営農計画変更の通知

事故発生の通知

自然災害や病虫害、価格低下
等による収入減少

ケガや病気により営農ができ
なくなった場合の収入減少

NOSAIへの連絡が遅れた場合、
保険金等の支払いが免責となり減額されます
（遅くとも保険期間内に通知が必要）。

収
入
保
険
の
事
故
発
生
通
知
・

営
農
計
画
変
更
通
知
は
速
や
か
に
！

NOSAI長野
公式LINE

作付け後1ヵ月以内

現地確認等で被害を確認できる期間内

作物の変更

作付面積
の変更

全
相
殺
方
式
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

白
色
申
告
の
方
で
も
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

「
全
相
殺
方
式
」
に
つ
い
て

　
生
産
量
の
概
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ
等
で
乾
燥
調
製
等
を
行
っ
て
お
り
、
加

入
者
ご
と
の
収
穫
量
の
合
計
が
一
定
割
合
を
超
え
て
減
少
し
た
と
き
に
、

共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
方
式
で
す
。
加
入
い
た
だ
く
に
は
出
荷
量
証

明
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
加
入
で
き
る
方
は
、
生
産
量
の
概
ね
全
量

を
Ｊ
Ａ
等
の
乾
燥
調
製
施
設
に
搬
入
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
が
、
確

定
申
告
書
類（
白
色
）で
も
加
入
が
で
き
ま
す（
水
稲
・
麦
・
大
豆
共
済
）。

加
入
す
る
た
め
に
は
、
過
去
の
確
定
申
告
書
類（
白
色
）と
収
穫
量
が
記

載
さ
れ
た
帳
簿
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
お

近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
筆
半
損
特
約
と
一
筆
全
損
特
例
に
つ
い
て

（［
半
相
殺
方
式
、地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
も
含
む
］［
水
稲
・
麦
の
み
］）

　
「
一
筆
半
損
特
約
」は
、一
筆
だ
け
で
も
５
割
を
超
え
る
減
収
が
あ
る

場
合
、
目
視
の
評
価
で
５
割
減
収
と
判
断
し
、
基
準
収
穫
量
の
最
高
２

割
分
の
共
済
金
を
支
払
い
ま
す（
選
択
可
）。

　
「
一
筆
全
損
特
例
」は
、
一
筆
だ
け
で
も
全
損
し
た
場
合
、
目
視
の
評

価
で
全
損
と
み
な
し
て
、
基
準
収
穫
量
の
最
高
の
７
割
分
の
共
済
金
を

支
払
い
ま
す
（
標
準
で
付
加
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　現在職員が自宅に訪問し、現金
で共済金等を納入いただいている
方は、納入方法の変更をお願いし
ます。
◆口座振替に登録のお願い
　組合へご登録いただいた金融機
関からの口座振替手続きにご理解
とご協力をお願いします。
◆コンビニでの
　払込みができます
　やむを得ず口座振替の登録がで
きない方については、コンビニエ
ンスストアでの払込みもできます。
　払込を希望する方、口座振替が
できなかった方にも払込票を送付
しますので、期限までにお近くの
コンビニでお支払いください。

共済掛金等の納入は、
口座振替または
振込への移行に

ご協力お願いします。

農作物・畑作物共済
（水稲・麦・大豆）

果樹栽培農家のみなさまへ

冷気 冷気

炎が大きいと
冷気を呼び込む

小さい炎は冷気を
呼び込まない

キッチンペーパーと
灯油を使った燃焼

　NOSAI長野では、農業保険に加入して
いる樹園地を凍霜害から未然に防止する
ため、「燃焼法」を実施した場合の、「燃焼
缶」を購入した経費の一部を助成します。

凍霜害対策として「燃焼法」を
実施した場合の

「燃焼缶」購入経費
（消耗品は除く）に対し
最高3万円を

助成します（予算の範囲内）。

助
成
対
象
者

助
成
対
象
施
設
等

支
払
基
準
お
よ
び
支
払
い
限
度
額

申
請
手
続
き
方
法

　

果
樹
共
済
加
入
者
お
よ
び
収
入
保
険
移
行
者

（
前
年
に
農
業
共
済
に
加
入
し
、
当
年
１
月
１
日

以
降
に
収
入
保
険
に
移
行
し
た
者
）。

　
凍
霜
害
未
然
防
止
策
と
し
て
、
当
年
用
に
購
入

し
且
つ
設
置
し
た
燃
焼
缶
（
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

や
灯
油
代
は
除
く
）。

　
燃
焼
缶
代
金
の
内
、
国
・
県
・
市
町
村
・
農
業

協
同
組
合
等
か
ら
の
助
成
金
を
除
い
た
、
自
己
負

担
経
費
の
30
％
以
内
で
３
万
円
を
限
度
と
し
、
予

算
の
範
囲
内
と
す
る
。

　
助
成
金
申
請
書
の
提
出
（
添
付
書
類
：
領
収
書

／
請
求
書
）→
書
類
の
確
認
→
助
成
金
支
払

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

凍霜害対策用燃焼缶購入助成金のご案内

凍霜害対策動画
YouTube
チャンネル
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春
先
の
凍
霜
害
を
は
じ
め
、
夏
場
の
高
温
や
秋
に
か
け
て
の
台
風
、
冬
の
大
雪
な
ど
、
１
年

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
気
象
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
気
象
災
害
以
外
に
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

予
測
で
き
な
い
収
入
減
少
事
故
の
発
生
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
作
付
面
積
の
変
更
や
作
物
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
基
準
収
入
金
額
の
見
直
し

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
収
入
減
少
事
故
の
発
生
、
営
農
計
画
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
！

〜
収
入
保
険
に
ご
加
入
の
皆
様
へ
〜

営農計画変更の通知

事故発生の通知

自然災害や病虫害、価格低下
等による収入減少

ケガや病気により営農ができ
なくなった場合の収入減少

NOSAIへの連絡が遅れた場合、
保険金等の支払いが免責となり減額されます
（遅くとも保険期間内に通知が必要）。

収
入
保
険
の
事
故
発
生
通
知
・

営
農
計
画
変
更
通
知
は
速
や
か
に
！

NOSAI長野
公式LINE

作付け後1ヵ月以内

現地確認等で被害を確認できる期間内

作物の変更

作付面積
の変更

収入保険

農家や研究者のコラム
「ズバリ直言」

役立つ営農技術情報

農業女子が思いを寄せる
「晴れ間」

充実の地方版

試し読みキャンペーン試し読みキャンペーン 実施中

人気コーナー人気コーナー 農業共済新聞を読めば分かるシリーズ農業共済新聞を読めば分かるシリーズ

農
業
・
営
農
の
今
が
分
か
る

１２３４５
農
政
の
動
き
が
分
か
る

農
業
共
済
・
収
入
保
険
の

仕
組
み
が
分
か
る

所
得
確
保
や
経
営
改
善
の

手
が
か
り
が
分
か
る

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

ヒ
ン
ト
が
分
か
る

2ヵ月間無料

新聞QR
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NOSAIからのお知らせ

農
業
共
済
新
聞
は
、

地
域
と
農
業
を

元
気
に
し
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
、
暮
ら
し

の
ヒ
ン
ト
や
収
入
保
険
の
情
報
、
い
ざ
と
い

う
時
の
保
険
の
こ
と
も
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

農
業
共
済
新
聞
。

　
毎
週
水
曜
日
、
月
４
回
の
発
行
で
す
。

　
収
入
保
険
加
入
者
、
基
礎
組
織
構
成
員
の

新
規
購
読
者
に
は
も
れ
な
く
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

５
０
０
円
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。●申し込みやお問い合わせは、

　NOSAI長野本所  総務部企画情報課
　TEL026-217-5804
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地
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境

と
し
て
は
、
マ
ル
チ
や
敷
き
わ

ら
を
敷
か
れ
て
い
る
状
態
や
草

が
長
い
状
態
で
あ
る
。
敷
き
わ

ら
は
凍
霜
害
の
危
険
な
時
期
を

過
ぎ
て
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
雑
草
も
草
丈
が
長

い
ほ
ど
地
温
上
昇
を
妨
げ
る
。

果
樹
の
生
育
が
始
ま
っ
た
ら
草

は
で
き
る
だ
け
短
く
刈
り
込
ん

で
お
く
。
ま
た
土
壌
が
乾
燥
す

る
と
地
温
が
上
が
り
に
く
い
の

で
、
気
温
が
高
い
日
中
に
か
ん

水
を
行
い
、
土
壌
湿
度
を
高
め

て
お
く
。

　
冷
気
は
低
い
所
へ
流
れ
る
た

め
、
冷
気
の
流
れ
を
せ
き
止
め

る
よ
う
な
遮
へ
い
物
を
除
去
し
、

冷
気
が
果
樹
園
内
に
滞
留
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

　
燃
焼
法
は
、
園
内
の
ま
と
ま

っ
た
面
積
で
、
灯
油
や
固
形
燃

料
を
燃
焼
し
て
、
直
接
園
内
の

温
度
を
高
め
る
方
法
で
あ
る
。

火
点
は
小
さ
く
し
、
点
火
数
を

40
～
50
カ
所
／
10
㌃
と
多
く
配

置
す
る
。
凍
霜
害
危
険
温
度
プ

ラ
ス
１
℃
を
目
安
に
点
火
を
完

了
し
、
園
内
の
温
度
が
危
険
温

度
を
下
回
ら
な
い
よ
う
燃
焼
を

続
け
る
。
植
物
が
凍
っ
て
か
ら

の
点
火
は
か
え
っ
て
被
害
を
助

長
す
る
た
め
、
早
め
に
点
火
す

る
。
火
災
や
火
傷
の
事
故
が
発

生
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

払
い
、
水
な
ど
の
消
火
剤
を
用

意
し
て
お
く
と
と
も
に
、
実
施

前
に
消
防
署
や
近
隣
へ
連
絡
を

入
れ
て
お
く
。

　
放
射
冷
却
に
よ
っ
て
上
空
に

形
成
さ
れ
る
暖
か
い
空
気
の
層

を
地
表
面
に
送
り
込
み
凍
霜
害

を
抑
制
す
る
。
防
霜
フ
ァ
ン
の

老
朽
化
や
使
用
時
期
が
春
先
に

限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
き

ち
ん
と
稼
働
す
る
か
点
検
が
必

要
で
あ
る
。
４
月
初
旬
に
は
運

転
で
き
る
よ
う
に
３
月
上
旬
ま

で
に
は
点
検
整
備
を
行
う
。
ま

た
マ
イ
ナ
ス
３
℃
以
下
に
な
る

と
安
定
し
た
効
果
が
得
ら
れ
な

い
た
め
燃
焼
法
を
併
用
す
る
。

そ
の
場
合
の
火
点
数
は
通
常
の

燃
焼
法
と
同
数
配
置
し
、
風
上

と
な
る
防
霜
フ
ァ
ン
側
へ
や
や

多
く
配
置
す
る
。
ま
た
温
度
セ

ン
サ
ー
の
付
近
で
は
燃
焼
を
行

わ
な
い
（
火
点
を
置
か
な
い
）。

　
令
和
７
年
中
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ

マ
ン
ス
詐
欺
の
発
生
状
況
は
、
認
知
件

数
が
１
７
８
件（
前
年
比
プ
ラ
ス
37
件
）、

被
害
額
が
21
億
１
５
４
７
万
円
余
り

（
同
プ
ラ
ス
３
億
６
０
２
５
万
円
余
り
）

で
あ
り
、
深
刻
な
状
況
で
す
。

　
被
害
者
の
多
く
が
、
株
式
投
資
や
暗

号
資
産
投
資
の
名
目
で
犯
人
か
ら
金
銭

を
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
犯
人
は
、
偽
の
投
資
ア
プ
リ

を
用
い
て
、
架
空
の
儲
け
が
出
て
い
る

よ
う
に
見
せ
か
け
た
り
、
実
際
に
投
資

利
益
と
称
し
た
少
額
の
現
金
を
振
り
込

ん
で
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
見
ず
知
ら
ず
の
者
か
ら
の
「
儲
け
話

（
投
資
話
）」
は
詐
欺
を
疑
い
、
家
族
や

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　凍霜害は、降霜予報の精度が高まり、比較的予測しやすい災害である。
しかし、１回の降霜がその年の収量・品質に大きく影響するため、後悔
しないように事前に準備をしておきたい。

No.12

長野県警 ラ イ ポ く ん か ら の お 知 ら せ

令
和
７
年
中
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺

被
害
の
発
生
状
況

　
長
野
県
で
は
、
令
和
４
年
３
月
に

「
凍
霜
害
対
策
動
画
」
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に
公
開
し
て
い
る
。
燃
焼
法
の

手
順
や
、
防
霜
フ
ァ
ン
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

凍霜害への備え

事
前
対
策

（
耕
種
的
対
策
）

燃
焼
法

防
霜
フ
ァ
ン

NOSAIながの13



野菜ソムリエ プロ・フードスタイリング &
フォトグラファー  綿貫 みどり
愛知県出身。2008年から信州に移り住み、
信州野菜の美味しさに感動したことがきっか
けで、食に関する資格をいくつか取得。料理
や写真を通して、「畑から食卓までを笑顔で
つなぐ」をモットーに日々活動しております。

セ
ル
リ
ー
と
え
び
の

と
ろ
と
ろ

中
華
あ
ん
か
け

①	えびは殻をむき、背わたを取った
らボウルに入れて【えび下味用】の
材料と混ぜ合わせておく。

②	セルリーは筋を取り茎の部分は斜
め切り、葉は刻んでおく。パプリ
カはヘタ・種・わたを取り3㎜程度
の厚さに切る。

③	フライパンに油をひき、しょうが・
にんにくを入れて香りが出てきた
らセルリーとパプリカを入れさっ
と炒める。

④	えびを入れて色が変わってきたら、
【調味料】を入れとろみがつくまで
３分程度煮たらできあがり。

★作り方★

　セルリーの爽やかなシャキシャキ感と
えびの旨味がクセになるおいしい一品で
す。えびに片栗粉をまぶすことで縮み防
止にもなり、ダマにならず上手にとろみ
をつけることができます。

★材料★（4人分）

セルリー（葉付き）.............１本
えび........................................10尾
パプリカ............................1/2個
しょうが・にんにく（チューブ）
　..........................................各３cm
ごま油............................大さじ１

【えび下味用】
酒.....................................大さじ１
塩..............................................少々
片栗粉............................大さじ１

【調味料】
水..........................................150ml
酒.....................................大さじ１
中華スープの素..........小さじ1
オイスターソース.....小さじ1
塩こしょう...........................少々

全
国
生
産
量

１
位
を
誇
る
セ
ル
リ
ー
！

　
冷
涼
な
気
候
と
清
ら
か
な
水
の
も
と

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
信
州
産
セ
ル
リ
ー

は
、
全
国
生
産
量
１
位
を
誇
り
ま
す
。

中
で
も
夏
場
の
セ
ル
リ
ー
の
シ
ェ
ア
は

９
割
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
暑
さ
が
苦
手

な
セ
ル
リ
ー
に
合
わ
せ
て
鮮
度
を
保
つ

た
め
深
夜
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

農
家
さ
ん
の
ご
苦
労
が
あ
っ
て
こ
そ
の

お
い
し
い
セ
ル
リ
ー
な
の
で
す
！

セ
ル
リ
ー
の
和
名
、

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
に
ん
じ
ん
、
三
つ
葉
と
同
じ
セ
リ
科

の
野
菜
の
た
め
、
セ
ル
リ
ー
の
和
名
は

「
オ
ラ
ン
ダ
三
つ
葉
」と
言
い
ま
す
。
ま

た
、
加
藤
清
正
が
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ

る
説
が
あ
り
、「
清
正
人
参
」と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
商
用
生
産
が
始
ま
っ
た

の
は
松
本
市
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ル
リ
ー
の
栄
養

　
セ
ル
リ
ー
の
独
特
の
香
り
に
は
神
経

の
鎮
静
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
整
腸

作
用
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
作

用
も
期
待
で
き
ま
す
。
血
圧
低
下
作
用

の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
で
す
。

今回の食材は

「セルリー」

「セルリー」の
あんなこと・
こんなこと
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長
野
県
中
西
部
、
長
野
県
内
で
１
番
小
さ
い
村
「
山
形
村
」
は
、

澄
ん
だ
空
気
と
火
山
灰
土
の
優
良
な
土
地
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
生

み
出
す
豊
か
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
の
農
産
物
が
自
慢
の

村
で
す
。
特
産
の
長
芋
や
ス
イ
カ
を
は
じ
め
、
リ
ン
ゴ
や
ネ
ギ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
が
栽
培
さ
れ
、
近
隣
の
地
域
の
中
で
も
畑

作
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　
そ
の
山
形
村
の「
旬
」や「
お
い
し
い
」を
集
め
た
の
が
、
Ｊ
Ａ

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
が
運
営
す
る
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
や
ま

が
た
」
で
す
。
生
産
者
が
運
び
込
む
農
産
物
を
中
心
に
幅
広
く
取

り
そ
ろ
え
、
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
四
季
を
通
し
、
畑
の
農
作
物
や
農
作
業
の
様
子
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
山
形
村
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
旬
の
味
覚
を
ぜ
ひ
「
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
や
ま
が
た
」
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

個人情報の取扱い・注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、長野県農業共済組合（NOSAI長野）
が適切に管理いたします。賞品の発送、読者の声の掲載のためにご記
入いただくもので、それ以外の目的で個人情報を利用したり、第三者
への提供・開示をしたりすることは一切ありません。●ご応募に際し
ては、個人情報の取り扱いに同意した上でご応募ください。●賞品ま
たは抽選や当選に関するご質問は受け付けておりません。

クイズは２問あります。
文字を組み合わせて言葉を完成させてください。

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
　　  クイズ係 行

切 手 を
お 貼 り
ください

〒380-0935
（おもて面）

答え	 Q1 □□
	 Q2 □□□
郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号
をご記入ください。
※あなたの暑さ対策を
　教えてください。

（うら面）

※広報紙への感想・意見などもあわせて書いて
いただけると幸いです。

■応募方法　記入例（ハガキでご応募ください）

Q1 抱 負 Q2 年 賀 状■	前号の答え

答え  Q1 □□   Q2 □□□
◆締め切りは、令和8年6月8日（月）必着
●クイズ２問に正解した方の中から抽選で40名様にQUOカード
（500円分）を進呈します。
●当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
や
ま
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
形
村
）

■お問い合わせ先
ファーマーズガーデンやまがた
〒390-1301
長野県東筑摩郡山形村1579-1
TEL.0263-98-5231
営業時間／8時～17時（通年）
　　　　　※�営業時間は時期、催事等によって

変更することがあります。
定休日／�年末年始および祝日以外の月曜日
　　　　※お電話でご確認ください。

長芋 ネギ スイカ
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編集後記
　吉兆園で編まれたわら縄を使用した
上伊那地域のわら細工にも興味がわき
ました。	 （Ｓ）

このパンフレットは、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

発行日／2026年3月6日
■編集・発行
長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800  FAX.026-217-5816
https://www.nosai-nagano.or.jp/

NOSAI長野
公式webサイト

●	

自
分
で
つ
く
る
“
満
ち
足
り

た
楽
し
さ
”
で
す
。
今
年
は

手
仕
事
を
し
て
、
て
い
ね
い

に
暮
ら
し
た
い
。

	
	

小
海
町 

Ｙ
・
Ｋ
さ
ん

●	

笑
顔
で
す
。
笑
顔
は
人
の
心

を
な
ご
ま
せ
ま
す
。
自
分
自

身
も
心
豊
か
で
な
い
と
、
よ

い
笑
顔
も
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。	

立
科
町 

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん

●	

最
後
ま
で
歩
い
て
す
ご
せ
る

様
に
、
筋
活
で
す
。

	
	

佐
久
市 

Ｋ
・
Ｍ
さ
ん

●	

人
と
接
す
る
時
「
差
し
向
か

う
人
の
心
は
鏡
な
り
」
と
い

う
こ
と
を
心
に
お
き
、
接
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

	
	

小
諸
市 

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん

●	
一
人
残
さ
れ
た
人
生
を
皆
の

分
ま
で
頑
張
っ
て
い
き
る
こ

と
。	

上
田
市 

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

●	「
優
し
さ
」
で
す
。
命
に
も

環
境（
自
然
）に
も
。
物
に
も
、

優
し
く
あ
る
こ
と
を
一
番
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

	
	

東
御
市 
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん

●	

地
域
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
仲
良

く
暮
ら
す
こ
と
。
最
後
ま
で

ボ
ケ
な
い
よ
う
に
、
新
聞
や

本
を
読
ん
で
い
る
。

	
	

諏
訪
市 

Ｔ
・
Ｋ
さ
ん

●	

親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
で
、

「
有
難
う
」の
言
葉
は
家
族
内

で
も
い
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
後
悔
し
な
い
人
生
を
送

り
た
い
。	

原
村 

Ｍ
・
Ｎ
さ
ん

●	

何
か
一
つ
で
も
人
が
喜
ん
で

く
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
良

い
。	

伊
那
市 

Ｅ
・
Ｉ
さ
ん

●	「
今
日
で
き
る
こ
と
は
、明
日

に
延
ば
す
な
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
何
で
も
先
延
ば
し
す

る
こ
と
は
後
悔
す
る
こ
と
に

な
る
。	

駒
ケ
根
市 

Ｋ
・
Ｙ
さ
ん

●	

先
祖
か
ら
の
田
ん
ぼ
や
畑
を

大
切
に
。
毎
年
お
米
、
野
菜

作
り
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

	
	

辰
野
町 

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん

●	

生
後
０
歳
で
心
臓
病
に
な
り
、

助
け
て
も
ら
っ
た
こ
の
命
。

両
親
に
感
謝
し
、
人
生
を
無

駄
に
せ
ぬ
よ
う
日
々
を
生
き

延
び
る
。	

豊
丘
村 

Ｔ
・
Ｏ
さ
ん

●	

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
・
食
事
の

食
べ
る
順
番
。

	
	

大
桑
村 

Ｈ
・
Ｈ
さ
ん

●	

あ
と
短
い
人
生
、
人
の
言
う

こ
と
を
聞
き
、
正
直
に
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

松
本
市 

Ｎ
・
Ｎ
さ
ん

●	

生
き
る
目
標
と
目
的
。

	
	

安
曇
野
市 

Ｙ
・
Ｉ
さ
ん

●	

改
め
て
問
わ
れ
て
…
考
え
た

こ
と
は
な
か
っ
た
な
…
と
、

で
考
え
て
み
ま
し
た
。
や
は

り
感
謝
の
気
持
ち
だ
と
思
い

ま
す
。
60
歳
を
過
ぎ
、
今
ま

で
の
人
生
を
ふ
り
返
っ
た
時
、

い
つ
も
誰
か
が
側
で
助
け
て

く
れ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
今

ま
で
係
っ
て
く
れ
た
方
に
感

謝
で
す
。	

筑
北
村 
Ｒ
・
Ｙ
さ
ん

●	

病
気
を
し
た
の
で
、
健
康
と

家
族
が
仲
良
く
生
活
す
る
こ

と
で
す
。	

池
田
町 

Ｔ
・
Ａ
さ
ん

●	

一
日
一
日
を
悔
い
の
な
い

日
々
を
送
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。	

中
野
市 

Ｋ
・
Ｆ
さ
ん

●	

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
。

病
気
持
ち
で
、
気
の
め
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
笑
っ

て
吹
き
飛
ば
し
て
ま
す
。

	
	

長
野
市 

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

●	

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
に

適
度
の
運
動
を
し
、
充
分
な

睡
眠
を
と
っ
て
自
分
の
健
康

を
守
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
づ

く
り
が
と
て
も
よ
い
で
す
。

	
	

須
坂
市 

Ｙ
・
Ｏ
さ
ん

●	

権
力
に
媚
び
ず
弱
者
に
や
さ

し
く
あ
る
こ
と
。

	
	

信
濃
町 

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

●	

な
る
べ
く
好
き
嫌
い
な
く
、

健
康
に
気
を
付
け
て
食
べ
る

よ
う
に
す
る
。
人
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
た
ま
に
出
か
け
る
。

畑
仕
事
を
無
理
な
い
よ
う
に

し
て
、
な
る
べ
く
家
の
中
に

ひ
き
こ
も
ら
な
い
こ
と
。
老

後（
？
）の
心
配
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

	
	

千
曲
市 

Ｃ
・
Ｔ
さ
ん

●	

何
事
も
く
よ
く
よ
し
な
い
こ

と
。	

飯
綱
町 

Ｙ
・
Ｙ
さ
ん

読者のみなさんから
あ
な
た
の
人
生
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
総
代
は
、
組
合
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

農
業
者
の
代
表
で
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
出

さ
れ
ま
す
。
予
算
や
事
業
計
画
な
ど
組
合

運
営
に
関
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
総
代
選
挙
の
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
候
補
者
が
総
代
の
定
数
以
内
で
あ
る

場
合
は
投
票
を
行
い
ま
せ
ん
。
任
期
は
令

和
８
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
４
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
理
事
、
監
事
は
、
５
月
下
旬
も
し
く
は

６
月
上
旬
開
催
の
役
員
推
薦
会
議
で
候
補

者
を
決
定
後
、
通
常
総
代
会
で
選
任
さ
れ

ま
す
。
任
期
は
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
損
害
評
価
会
委
員
は
、
損
害
の
認
定
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
各
地
区
か
ら
の
推
薦
後
、
通
常
総

代
会
で
選
任
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
令
和
８

年
７
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
６
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

総
代
選
挙
日
程

・
選
挙
の
公
告　
　
　
　
４
月
17
日
㈮

・
候
補
者
の
届
出
締
切　
４
月
20
日
㈪

・
候
補
者
の
公
告　
　
　
４
月
22
日
㈬

・
選
挙
期
日　
　
　
　
　
４
月
23
日
㈭

・
当
選
通
知　
　
　
　
　
４
月
24
日
㈮

・
就
任
承
諾
書
の
提
出　
４
月
29
日
㈬

・
当
選
人
の
公
告　
　
　
４
月
30
日
㈭

・
新
総
代
就
任　
　
　
　
５
月
１
日
㈮

NOSAIからのお知らせ
任
期
満
了
に
伴
い
、

総
代
、
理
事
、
監
事
、

損
害
評
価
会
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
す


